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要 旨

平成28年 r′ト中一Eした教育評良のii成 ･実施に関する手引｣では､｢指4Iの-耳性の維保｣

として学習指g準備の系統性を押さえた上での教科等の探断的､tA断的な系統性 .遵捷性が求め

られている｡この実践には転理された系扶図の作成と､それらを共有することが革けられている.

筆者は2015年に､｢′ト中連携からみる体育 ･保触体育のあり方について -iT動鎖城の系統性を

中心に-｣として､体育 ･保体体育における小学校と中学校の系扶性を示すための系統EZlを示し

た｡本稿では同様の手法を用い､平成29年に上梓された′J､学校と中学校の ｢折学習指g葉風Jを

某に､体育 .保佐体育における運動領域の′ト中接続を食掛 こbLいた系統性を系扶団として示し､

今回の改定において新たに示された系統性について言及した｡

キーワード 系挟性 系扶図 運動領域 学習指斗要領 小中一fl

1 は じめに

文部科学省は平成28年12月に r′ト中-貫

した教育況鞄の相成 爽鬼に関する手引｣を

者している｡̀lO〉そもそt).平成24年7月にF朔

催された初等中等教育分科会の窮80回会儀

において r小中迎携､一戸教育に関する主な

倉見等の盤理｣(LL)が1里布され､そこで小学

校から中学校に進学する際に生ずる中1ギャッ

プの間切が相浦され.各児皇生徒の小学校時

点における7-習上の朋 を中学校と十分に共

有されていないことを栢耕している,L)先の

平成28年 r小中一耳した教育課塩のJi成 ･

央Jiに榊する手引Jは.時系列的にみてt,､

これらの櫓井に対する解消方法を提示したも

のと甘えよう.

gE者は.平成27年に r小中連携からみる
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体育 ･保触体育のあり方について -運動領

域の系統性を中心に-Jを執鮮し､体IfF･保

鯉体育における小中迎tnを運動部域の系統性

から分Urを行った｡幻そこでは､体育 ･保健

体育の運動朝域が小学校から中学校-と､ど

のような形で展rNlしているのかを明示し､系

統性の有無を明らかにした｡これは.後に述

べることとなるが､平成28年 r′ト中一井し

た教育課程の指成 ･爽鳥に関する手引｣にお

いても ｢指叶の-Jr性の稚保Jとして､教科

における系耗性や連綻性を踏まえた学習櫓等

がZFわれているところとも一致をみるところ

である.

そこで､本頼では平成29年に上梓された

r新学習摘叶事態｣を基に.前回同様に体育 ･

保佐体育における運動前書の′ト中按汝を念頭
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においた系耗性を系競周として示すとともに､

旧学習指事弊朝における小中の撲紋と比較を

行い.系綻性として新たに何が示されたのか

を堆示することとした.■

2 平成28年 ｢小 中一t した教育課程

の■成 ･実施に朋す る手引J

前述の平成28年に出された r小中一拝し

下.r小中一Tの手引Jとする)について､

ここではその排 を示しておく.

r′ト中-Jtの下引)の rはじめにjdには､

平成27年6月の通常国会で.9年間の長篇教

書を-JFして行 う新たな学校の鹿類である

T兼務教書学校Jの世llを可能とする改正学

位教育a-が成立したことを受け.r小学校 と

中学校が別々の棚 として設計されていたこ

とに塩田していた様々な実施上の関 が解消

され.教育主体 ･教育活動 .学校マネジメン

トの-耳性をdL保した取組が容易になるなど,

全ての教■且が銀耕教育9年間に責任を持っ

て教育活動を行 う小中-F教育の取組を推穀

的 ･安定的に来光できる制度的基盤が整備さ

れたものと考えています.Jとある｡つまり､

国による制度的韮盤が蜘 されたことにより.

小学校と中乍佼とが別々の組俄 として設置さ

れていたことに且囚した様々な爽鬼上の秩腰

が解消されることが期待され､それにより全

ての救I故貝が教育活動を鏡務教育9年の間､

樹 的､安&'的に行うことができるようになっ

たというのである｡ しかし一方で,小中一井

教育の雅人自体が口的ではなく､r兵務教育

9年rFは 迎捜 した教育課栓として捉え,児童

生徒 ･乍授･地域の爽情等を踏まえた具体的

な取組内容の井を高めることJが五重であり､

そのためにはて r新たに事人を希望する設置

者に対するソフ ト面での支運が丘要になって

くる｣ としている｡ ここで注目すべきは.

r取組内容の官を高めることJである｡ この

ことについて r小中-Tの手引｣では､r手

- 102-

引の位置付け｣"の中で.r小中一才教育の

制度化を契tkとして.より井の稀い取組を推

進する牧点Jから､r′ト中一井教育の新規等

人を希望する自治体 ･学校｣[将来的な一井

教育のi*入検討も念朝にdlきつつ.当面小中

速状の高度化を図る自治体 ･学校Jr小中一

Jt教育をgF入 しているものの本格的な放水に

至っていない又は坂Jl推道上の棚 を抱えて

いる自治体 ･早便)を主たる対穀として.

青の作成 ･突JEを中心に据え.全国各地の多

様な工夫の例や歯音事項を盛 り込んで作成 し

たものJと現明している.つまり､より骨の

高い′ト中一Jt教書に取り租むためには r教育

課良や指事か青の作成 ･実篤を中心に据 えJ

ることが求められるということになる｡では､

r小中一Jtの手引Jでは､この r教書Zt塩や

指事朴iiの作成 .爽JiJについてどのように

展EMされていくのであろうか.

第2布 r小中一Jt教書の教書謙操の招成 ･

矢掛 こEuする様々な工夫Jの妨4車 r格串の

一井生のa保Jには.r肋粗の工夫｣として

r教科等の系麓性 ･迷税性を鵬まえた学習格

斗｣｢教育熱税の特例の活用Jr教科等を横断

した学習摘arに関する=夫｣r生徒指導 .坐

活相称に関する工夫Jr評価に関する工夫｣

が挙げられている｡●'小中の一才教育では､

小学校と中学校との操舵をスムーズに行 うこ

とにより,例えば r中1ギャップ｣などが解

消されるとされるが､その暮には教育課程の

一耳性､あるいは系統のある学習指群､さら

には生徒摘井や生活措ar､指叫と評価の一体

化などがあっての "解消"ということになる｡

上記の5つのような取七lを盛にしながら､指

grの-耳性をdl保する教育謙投の押収や実施

が求められるとい うことになるのである.

ところで､筆者の関心はこのなかの T教科

等の系iE性 .連按性を峨まえた学習指斗Jで

ある｡鰍 こ示す r薪学習席斗宰領JにAIJした

体育 ･保健体書の系捷園も､ここに指事され



ている r大M的点群である学習摘斗要領の系

捷性をしっかりとおさえること｣7)とある.

9年rqを見通した教育課良をi成する上で必

要とされる系耗仕や連投性を形に表したもの

である.この r教科等の系溌性 連投性を騰

まえた学習指事｣-Iは.T学習指等要菌の書

箆やhJ意工夫された教科書の活用Jr系旋回

や指事朴再の作成 活用Jr下学年の氏習事

項の復習｣r知書と知tを関連づけた指導の

充実Jからなる｡これらの内容の社格を示す

と､r予習摘斗事態の耗78や>]意工夫された

教科書の桔用｣では､学習椿事要衝の各学年

の目棟や指叫事項を学習摘if要桝 税にある

第8E衆等を手書にしながら､一書性のある形

に生理■ した上で.児i生徒の実益を当漢

日伝とのBB係で再叔誼すること､系捷性 ･連

投性をa保するための工夫が許じられた教科

3Fの者Eilをtたみ取り､活用することで児i生

徒の学習内容の定肴を促すことが挙げられて

いる｡また.r系凍図や摘叶計面の作成 ･活

用｣では.9年間を池して.蝉元と単元の朋

係を系凍図として億埋し.それを活用してノト

中の乗り入れ棉井を効果的に取り入れたり､

上学年を見通してつまづさを速やかに解消す

る摘林や下学年の既習本項を者託した指導を

充爽させたりすること､全学年の全てのやi元

ごとに日原やねらい.学習内容､家庭学習の

雄題等を熊期した ｢摘革計画｣を毎年度福光

し､児東生徒や保領肴と共布した上で､見通

しをもった継紋的な摘#や学習支援に役立て

ている事例があるとしている｡さらに r下学

年の既習林項の/tf習｣では､教科等の系統性 ･

迷蚊性を蛾まえた学習用斗を進める中で､児

丑生徒の乍び正しのtt会を充来させていくこ

とが期待されるとして､rデジタル教科香J

やICTの活用をidlした工夫がみられるとして

いる｡政経の r知1■と知書を関連づけた指事

の充実Jでは.教科等を横新約に結ぶことに

よる知書相互mの関連付けを行わせるための

工夫について.ワークシFツブ型の研修等を

小中速排からみる体TfF･保健附#のあり方についてJl

通じて教員FWで共有していくことも考えられ

るとしている.

このように見てくると.r教科等の系競性 ･

連投性を踏まえた学習摘ヰJでは､学習指斗

要領の系耗性を押さえた上で､教科等の縦断

的.Bt薪的な系統性 連雛 が求められ､そ

れを実践するに酔しては一書低のある形に並

埋された宗族回を作成 し､それらを載且間は

もとより児JE生徒や保書者とも共有すること

で.つまづさの予知や学び正しのtL会の充実

に役立て.杜じて9年間を見通した教育Zt程

を丸皮していくことが必¥となると甘えよう.

では.r櫓井の-Jl性をdl保｣する r系競

性 ･速決性を飴まえた予習稚机 を実践する

ための体育 ･保畔体育の系8E園とはどうなる

のか｡平成27年にヰ者が示した系耗Eglの作

成手法を用いて､次にそれを示すこととする.

3 平成27年 r苧菅指事要領解現｣ l=

見る小中学校の運動領域ならびに保健

領域の系統図

ここでは,平成29年に示された r小学校

学習措辞宰領AF現 体育JN w及び r中学校

学習櫓叫李朝AftR 保峠体育Jn 00に記載

されている各運動朝城と保髄節域の内容を.

系統的に図式化した (Lg]-1を李鵬)｡

ところで､中乍校籍には r動きの例｣とし

て､r小学校 5･6年｣｢中学校 112年｣

r中学校 3年Jに区分された系統図が示さ

れている｡本絹ではこれを歩5%にしつつ,さ

らに各解税に紀城されている情報を盛り込む

作業を行なった｡その由に､技の名称や用晩

動作鋭明についてはそのままの形で取り上げ

るようにした｡また､各技術や動作がどのよ

うに展伸していくかがわかるように､矢印を

用いてその方向性を示した｡中学校初出の額

域や運hについては,その中での展Eqを示し

た.
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+ I

件つくり劫 (肘 iぐしのZJbjBぴ/件ほぐしの壬巾)

(小)事 】早年及び弟2羊年

○伸び伸びとしたh作で析Eqホヤテ-ブ､ポ-

ル､TLわ.体操粋.フープといった操作しやすい

川見などを用いたjal*並びを行うこと.

09ズムに乗って.心が#trようなh作で岸Jb

並びを行うこと.

OJb作や人数などの義仲を費えて､少いたり走

ったりする遠Jb茸びを行うこと.

0伝泉遊びや柴Emこよる超勤避びそ行うこと.

(小)許3半年及び群4学年

○伸び伸びとした動作'Cポール,なわ.体操梓､

フープといった川iLなど女川いた遊動を行うこ

と.

0リズムに乗って､心が輔tlような勅nで運動

を行うこと.

0肋作や人故などの粂作を資凡て､少いたり走

ったりするEFJbを行うこと.

(小)粛5学年及び弟6羊年

○伸び伸びとしたh作で全身を効かしたり.ポ

ール.なわ､体操Nl､フープなどの川Aを用い

たZ肋を行ったりすること.

0リズムに乗って.心が#むような■作でjFJb

を行うこと.

0ベアになって背中合わせJf.り.布いのt.や体

の状壬に気付き合いながらltをiF抜左右に頒ら

すなどのjF効を行うこと.

Oh作や人故などの集作を変えて､歩いたり起

ったりするiF判を行うこと.

0伝泉遊びやgi田に上る運Jbをfrうこと.

(中)事 1事年及び羊 2学年

のびのびとしたh作でFflAなどを用いたIhを行う

ことをjBして.気付いたウEqわり合ったりすること.

リズムに*つて心が*tFようなZJbをfTうことを3ib

Lで､A.小･たりPIわり合ったりすること.

平召したり繋領を群いて脱JlLたりする運JH･行う

ことを為して,気付いたりEFEFわり合ったりすること.

いろいろな粂n=で､歩いたり走ったり耗びはねたり

する選曲を行うことをjdLて､気付いたり関わり合っ

たりすること.

仲rHlと動きを合わせたり､対応 したりするjl!勅を行

うことを通 して､気付いたり関わり余ったりするこ

と.

仲川と協))してM を達成するなど,処E71で挑戦す

るような迎動を行うことを適して､気付いたり関わり

合ったりすること｡

(早)第3羊年

のびのびとした動作{･川見などを用いたjZJbを1Tう

ことをjLL'C.気付いたりEqわり合ったりすること.

リズムに*って心が7ItTようなき効を行うことと適

して､気付いたウEqわり合ったりすること.

緊萌したり辛東をAFいて脱ノJLたりする肋 を行う

ことをjlして.欠けいたり用bり合った

いろいろな美作で.歩いたり走りたり■ぴはねたり

するjtJbを行うことを適して､気付いたウEdbり合っ

た○ナること.

仲mと的))してZL書を連JGするなど,lBmでtLtす

るようなき肋を行フことを為 して気付いたりrqわり

合ったりすること.



小中速決からみる体TfF･保健什帯のあり方についてJl

桝 蕃井を使っての劫 並び/紫棚 (闘定先取を使った運払並び/マ?トを使った連肋並び/マット劫 )

(小)芳 1事年及び兼2事年

○シーヤyグル/'ムt班った連載並び

くつ恵抄を経った3劫並び

(小)7日 半年及び井2学年

○ゆりかご､前転がり.放ろ転がり.だる

まCがり､九七位がりなど

……三言重器三菱…芸≡: l

ループ】

OAqC-EIPdICO扱l云 農技】

国もグ ,̂-ブ]
農技]

-ブ発N妓]○ロンダート○醐はね起き

Ji:さグループ】

○斬M立

プ発廉技〕

転グル-ブ〕･FiHJ4枚転
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桝 幾Aを使っての軸 茸び/棚 (国定版 を使った3Jb並び/鉄NLを使った拙 並び/鉄♯肋 )



/ト中速状からみるtrfF･保や体frのあり方についてn

別 姓Aを6Eっての壬恥Bぴ/捌 (R定鹿 を使った迎悦 び/■EF箱を使った舶 び/洗び#ZJb)

数枚連動 (平均台運肋)



熊の辿 /岨 /… 技 (小史′､Irル走/′､-ドル走)

(小)第3学年及び第4羊年

○いろいろなリズムでの小丑ハー ドル

7E

O30-LtOm班 の小4!′･-rA･炎

(小)第5羊年及び第6羊年 ____一一一一一一
040-50m色度の-ード̂ ･火

走 IBtの劫 /邑上立地伯萱上丘技 (NJKU)

(小)第3学年及び弟4学年

○擬い助走からの帖昧び

(小)祈5学年及び罪6学年

○ リズ ミカルな助走からの起り仰跳び

走 牡の運輸/睡上郷 作LLR技 (忙洪tF)

(小)井3学年及び第4事年

()頼い助走からの布&ぴ

(小)事 5事年及び事6車 中

OiIズ ミカ ･̂な助走からの & り書Kぴ

(中)折 1羊年 第 2羊年及び井3羊年

粒JI互■走では 50～100rn紺 -loo-200rn

税政

リレーでは一人50､100m印度

走･肌の劫 /陸上運動/睡上位妓(ARiJL走)

(中)軒 1学年 ･第2学年及び射3学年

]000-3000mr1度

(早)井 1事年 ･第2事年及び訂3事年

50-80m程度.5-8台-50-100m棚 ,5
-10台

(中)卯 1学年 ･第2学年及び折3年LF'

かがみ跳び-かがみ跳び そり挑U'

(中)弟 1羊年･第2事年及び事3事年

はさみItぴ-はさみ洗び 育dlLぴ



/ト中速状からみるt+pff･保や体frのあり方についてn

水並び/水泳壬■/水泳 (水の中を挿Jbする壬悦 び/浮いてaむ耕 /タE7- ,̂･平泳ぎ)

水並び/水洗独 /水泳 (もぐる 薄くZJkXぴ/もぐる 浮くJEJb/資全書保につながる壬■)

(小)第 1羊年及び7r2事年

○水中でのじゃんけん.lこらめっこ､石

拾い､絵くぐりなどのもぐるiBぴ

○くらげ浮き,伏し拝き.大の字洋書な

ど浮く並び

○/<ブリングやポピング

(小)窮3学年及び兼4学年

○ブールの底にタッチ､股くぐり､変身

もぐりなどのいろいろなもぐり方

○門浮き,だるま浮き.変身浮きなどの

いろいろな押き方

○だるま浮きやポビ/タなどをZ古川 し

たrdlqlな7浮き沈み

(小)第5学年及び第6半年

Ol0-20秒毘虻をEj安にした背ilき

03-5日程度を目安にしたiT書沈み

水泳 (スタ-り

(中)7日 事年 甫 2学年及び第3羊牢

水中からのスタ-I

(中)井 1学年及び第2学年

ブールの壁をfflいて過行JJlt･ほ 転換する

(中)煎3学年

各軸の泳法に点した1-と姓の軌さで#iliく
行うこと.一速の動きでできるようにする
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ゲ-A/ポ-ル劫 /球技 (ボールゲーム)

(小)荊】羊年及び蔀2学年
O的当てゲーム
(〕ンユートダーL

O山 7--コートにポ-ルを投げ入れるゲ
ー▲▲

○攻めがポールを下など1:･打ったり■l
ったりして行うy-ム

ゲ-A/ポ-ル壬力付 技 (ゴール垂ゲ-ム/ゴーJL･星)

(小)事3事年及び事4学年

O-ンrポーJt･.ポートポーJL.ライン

サッカー､ミニサ7カーを.牡にしたもし

いゲーム

()タグチタビ-.フラッグフットポ-′レ

をAEにしたもしいy-i

(小)井5学年及び事占学年

OJ<スケプトポー ,̂､サブカ- .-ンr
f- '̂

○タグラグビー.7ラブグフットボール

ゲーム/ポール拙 僧 桂 (オフト垂y-A/オフト里)

y-A/ポール進肋/球技 (べ-スポール型ゲーム/ベ-スポー ･̂型)

ゲ-ム/ポール勘 /球技 (丸正UD

(小)井1半年及び事2学年

O-人丸､7-つなt'鬼.子JHやし鬼

Ojl取 り鬼.ポー ,̂3Xび九

(中)邪 1半年 ･事 2事年及び7r3単年

J{スケ7トポ-Jt･.ハンドポーJL･､サッカ-

(ラグビー)

(中)第 1学年 第2事年及び第 3半年

/<レーポー ,̂､ホ球､テニス.Jtドミントy

(中)姉1学年 ･邪2半年及び第3学年ソフトボール



表現リズム並び/表側 /ダンス (兼現並び/表現)

(小)甫 1羊年及び事2手中

OJL 昆虫､空電.地物Fgのh杓など.

f寺社が捉えやすく多嫌々さ じのJ.さを

怨む野付

OJt行戊,並Eg他の乗り拘､おもちゃな

ど､相鉄が捉えやすく速 さに変化のある
肋さを多く含む席打

(小)許5羊年及び欝6年ヰ

OJl件的な生活からのJG付

○空想の世界からの艦付

(小)苅 5学年及び祈6学年

○薮 しい懸L:のAl付

○耶 (y!同)が生きる艦け

○多様な感材

小中速状からみる体育 ･保佐体frのあり方についてⅢ

衰現リズム並び/表現謝 /ダンス (■作ダンス)

表現リズム並び/表現肋 /ダンス (リズム並び/リズムダンス/フ*-タダンス)

(小)欝 1学年及び第2学年

(⊃書んで為れるl)ツタやサン/Lなどの

7点在リズムの曲で兜JLにとって身近

TIEq心の古い曲

(小)第3羊年及び第4羊年

Ol壬快なテンポやど- トの集いE)ブタ
のリズム

ONI朱で小IIみなど- トのサンJ{のリ
ズム

(小)第 5学年及び妨6羊年

OE3本の艮三五

〇外同のフォ-タダンス

(中)第 1半年及び7r2事年

運動やスポIYの多技tt(玉Jbやスポーツの

ir葬ttと兼 しさ.jZJ,ヤスポーツ-の多様な

Fqわ〇万.制 やスポ-ツの多様な兼しみ方)

壬J-やスポーツが心身の先述にIiえる効果

と貰全 (壬Jbやスポーツがt,L身に及ぼす効製､

才力やスポーYが吐合ttの発達に及ぼす放

盟.安全な壬JbやスポーYの行い方)

(中)第 1半年 ･第 2半年及びyf3事年

OEl本の蛇諌

()外同のフォークダンス

表現リズム並び/兼棚 /ダンス (現代的なリズムのタンス)

(中)節 1半年･第2羊年及び事3学年

別代的なリズムの曲(ロックやヒップホップ

など).e鞘るダンス

リズムに乗って体幹郡(稚 い滞)をrl1心に会

計'er川=こPTLんで踊る

(中)沸3羊年

文Lt:としでのスポーYの老荘(現代4:話にお

けるスポーツの文化的な意衣.同舟的なスポ

ー Y大全などが果たす文化的な丑孜や役N､

人々を折びつけるスj-L yの文化的な■さ)
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武jd (jCiA) iu (期近)

∴

∴

十

十

(小)祈3学年及び兼4学年

(I)触媒な生妨 (触頒な生活､Inの生

続のLlJi､身の("lりの句境)

(2)体の雅ff 沌過 (体の兜群 発漣､

Li'lf仲lの作の変化.作をよりよく焚付

雅過させるための二l_T.ち)

(小)妨3半年及び那4学年

())心のAMl(･L.･の兜j&.･L･と作との密

接な関係､イこ安や悩みへの対処)

(2)けがのFIJ止(交連qT故や身のElr)りの

生ihのIE枚がKl.凶となって屯こるけが

とそのyJJL LJがのlll当)

(3)Ai7久のTyJ(病気のLiこり方.病即

体が主な野Ltlとなってぷこる病気の7

V).′l三浦行肋が主な車間となってA:こる

柄久のT･yJ､■!棟､飲酒､策拘乱川と鍵

JG.地域の様々 な保杜7点hの取払)

(中)訴 1芋年 前 2半年及び第3羊年

鍵JJiな生7t,と疾柄のTyJ(触LJiの成 り立ちと

疾病の見せ弊閃､∠lーTA習折と伽雌.生活部tFt桐

などの7臥 喫煙.政所,難物乱川と鯉JJL 壊

独tJJ7のT･肌､個人の軸Lkを-yる比企の取縦)

心打の枚TTEの発jBと心の触JJi(身体枚価の発

iiL生鮒にrmわる雌他のI此軌 榊Hl撫椎の沌過

とI'l己Jrf成.秋水やス トレス-の対処と心の

鯉城)

儒鱒のyJ止(交idiErF故や11然災省などによる

酷'Bの発くlー輿閃.交通ll故などに上るtu古の

yJJL n然災軌 こ上る伯1.11の防1L.､応丑1-'Li)

触JJiと環境 (釧 4:の現収に対するig応能))

至i軽EgL玖村水や空気のPT生的甘PIL生活に

伴う廃兵物の触生的常世)



4 系統Eg)からみる体育 ･保健体育の按捷

ここでは.作成した系耗Eglから見えてくる､

小学校体育とLt'学校保帖体育の枝紋の特徴を.

特に旧学習椿事≠額との比較から見て行くこ

とにする.

1) 休つくりIh

旧学習指事弊額では､r多様な動きをつく

る運h並び (低苧牛)｣- T多様な動きをつ

くる運h (中学年)1- r体力を高める運輸

(高乍年.中早佼)Jという洗九で､中学校第

3学年の段階で r件の柔らかさを高める.巧

みなう動きを高める.力負いhきを高める､

hきを持親する能力を高める｣ことが求めら

れていた.対して薪学習椿事要領では､r体

力をiIIめる遵hJが r体の輸きを高める運動｣

と名称が変わり､先の中学校3年生段階で求

められていた運動能力は2年時までに早めら

れ､新たに第3乍年に r三挺生活に生かす運動日

が薪放され､rlさ康に生括するための体力の

向上を回る運hの計画と突軌 と r運動を行

うための体JJの向上をEgる運動の計画と英践｣

が称 すられた｡これにより､この節域の運動

は r多様な動き｣の凄符 (′ト学校低 ･中学年)

から r体の動きを高める (高学年.中学校第

1･2号や)J運動へ.そして最終的にはそれ

らが r炎生捕-に生かす (中学校邦3学年)｣

ことのできる運動へと償r淵を見せることとなっ

た4

-九 rHL-ほぐしの運動｣では､中学校段

階で r仲E糊と協力して裸A盟を達成するなど,

北田で挑戦するような動きを通して,気付い

たり関わりあったりすること｣が新たに加わっ

た｡また､ただ運事bを行 うだけではなく､

(気付いたり関わりあったりすること｣と衷

現され､仲rLllとの関係における気付きや自身

の気付きを促している.

2) 草枕亜h

箸枚運動は.今回の改定において系挨性を

小中速決からみる体TfF･保健什IfFのあり方についてJl

はっきりと打ち出した｡旧学習指事変額では

中学校段蕗において示されていた r横 転｣

rほん転｣r平均立ちJなどが､′小学凍中学年

段階の技においでも rEl転系 ･接転抜群 基

本的な前転グ′レーブ｣のように衷たされるよ

うになり､技の系iCl生が以桁よりわかりやす

くなった.このことにより､小学校と中学牧

の捷淡がよりJf明化され､ある技が最終的に

どのような技に*がっていくのかを､教師の

みならず児i生徒も知ることができ､技の系

扶性を澄暮できるようになったと官える.

0マット運h

小学校I日学習指斗要flでは.またこそない

が.マットまhlま r回転系Jと lt日立系｣に

区分されていた.- これが.今回の薪学習

指斗要額では rロンダー トJや r朝tFI立｣か

らの r朝はねおきJなどは全て r回転系 .ほ

ん転技軌 に分類され､倒立系は r補助角立｣

からの reI立J､そして中学校ではそこから

の rtq立ひねりJのみとなった.つまり､飼

立を姓由しての技は r回転系 ･ほん転技軌

の扱いになったことになる｡

細かなところでみていくと.小学校段階で

r前 転｣と r既び帆G｣の中間に任せしてい

た r大きな前転｣が薪学刑摘斗葬朝ではなく

なり､前転からの統れは.r前 転｣- ｢【粥脚

約位｣- ｢仲膿前転｣となり､倒立からの

r前転｣(r倒立前転｣)が ｢補助倒立前転｣

- r倒立前転J r跳びnll軽｣と仕掛 寸けら

れている｡マット運動を概観すると､旧学習

指叫要領の中学校の技が小′芦校の発展技とし

て例示され､小学校でその系統の技の見終的

な形を示すようになった.これは､鉄棒や跳

び軌 こ甘えることである.

0鉄棒

大きな交叉は､支持姿分の状態になるため

に鉄棒に上がる r上がり技Jならびに.支持

姿升から地面に下りる r下り技)の区分が､

小学校でなくなったということである.例え

ば旧学習細事葬軌 こあった [上がり技j とし
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ての r陳掛け上がりJや rもも軌 ナ上がり｣

は r支持系 ･前方支持回転技群 ･前転足掛け

回転グループJに分類され.中学校での rけ

上がりJに挽いていく.同様に.r上がり技｣

に分Eiされていた r逆上がりJは.旧学習指

斗変額では分類上.中学校に搬 していなかっ

たが.薪7-習相称牢額では r支持系 ･後方支

持回転技群 ･後転グループJに分類され.中

学校での (後方伸ば支持回転Jや r後方浮き

支持回転｣にJtがるよう系鼓付けられた｡1-)

○眺び芥

r切り返し系j では.T大きなEN脚挟びJ

がなくなり.小学校投宿の用Jg洗びの発展は

なくなる.一方で､rかかえ込み扶 び｣は小

学校及階で rJd伸牲びJまでが入った｡

[回転系Jでは､r大きな台上前転｣が

r仲膝台上前板｣に代わ り.小学校段階で

r前方AzI病例立回転妖び｣までが入った.表

た的に見ると､r台上前転｣と r軌 まね鉄び｣

に系統性を持たせず､別の扱いがされるよう

になったことがgLえる｡

3) 水泳

小学校での水泳の系統性は.新学習櫓斗要

領で大きく変わった｡rEl学習栢斗要衝では､

r水遊び｣- r浮く ･泳 ぐ運動｣- r水泳

(クロール ･平泳ぎ)｣となっていたが､薪学

習桁称賛朝では r浮いて進む運動｣と ｢もぐ

る 浮く運動｣の2つの系統がはっきりと明

示され.約4はクロールや平泳ぎ､中学校で

の背泳ぎやバタフライといった放泳-の流れ

として.復啓は′ト学校荊5学年及び荊6学年

に薪放された r安全蝕保につながる運動｣に

つながる､身の安全を蝕保するための運動と

して位世付けられた｡

4) 球技

旧学習栃斗畢朝の中学校 rネット型｣での

バ ドミン トン.卓球､テニスは中学校初出の

横目であったが､今回の改定ではバ トミン ト

ン.テニスが小学校高学年に正常され,これ

により小学校 rネット型Jも.中学校同様に

-114一

/(レ-ポール系とバ トミン トン ･テニス系の

2つの仕に分けられた.

同伴に rゴール軌 もバスケット･サッカー ･

ハンドボール系とタグヲクビー フラッグフッ

トボール系と､運h托日の特性による分書が

明示されている｡なお､中学校の r内容取扱

い｣には,rゴール型Jにおいて rダブラク

ど-JのJP捗について巴tされた.仙 これ

により､小学校との嬢攻をEiほ ことも可能と

/Lった.

5) 武並

学習指ヰ夢前は.原則として柔道.剣道及

び相撲に加えてその他の武道を居任させるこ

とが可能としている.薪乍習指斗辛額では新

たに銃剣道が加わった.

r内容の取扱い｣の (イ)には､rit道の

運tb席Elは,先遣､剣道又は相撲の うちから

1庸Erを薄択 して居ずできるようにすること

としているJLJ'とあり､(ウ)には r武道は.

段階的な摘叫を必葬とするため､特定の種目

を3年閉居ttできるようにすることが史まし

いが､生徒の状況によっては各学年で異なっ

た度目を取り上げることもできるようにする｣

Ld とある｡文和科乍省のスタンスは､1つ

の運動席 L]を3年rLll炎施させることにあると

みてFM適いない.TRL､それは柔道や剣道､

相撲を学ぶことであって r武道Jを学ぶこと

にはならないのではないのかという疑念が生

ずるb他の運動朝域では.走眺投をもって陸

上放技とし.マット･鉄柵 平均台 跳び薪

の運動をもって器械運動としているのと比し

ても.武道をf#成する運動の1凍 目の爽鬼を

もって r武乱 を学んだと書えるのかは一考

の余地がありそうである.

同様に､他の運輸胡蝶では､水並びや未発

LIズム蕃びのように､rOO並 び｣が先にあ

りその次に本来の連tbがくるという頼J7:を疑

うことができるが､武道には r武道並 びJと

いう要兼は見られない.

これらの間切の仕度には､身体運動的な現



点からの r武並Jとは何かが明示されていな

いところにある.現状では､世々の武道の運

輸種Elの稔体が [武道｣となっているが､個々

の武道の運動の絶体の共通項が示され､それ

を学習させることができれば､自ずと [武道

あそぴJがJF奏され.r武道｣を学習させる

ことができると考える｡今後のZW となろう.

5 おわリに

体育 ･保仕付:書教科における r教科等の系

捷位 ･連投性を鵡まえた学習指斗｣を行 うた

めの格t!としでの第4EEg)を､平成29年版学

習指斗要書lAf晩をttみ書きながら作成 し.若

干の書税をftみた.今一度僻■ してみると､

2015年の拙絹と比 してより系挨性が明砧に

なった感はある｡その搬底には､やはり小中

-Jt教育を推進 していくといったi弟がある

ものと推類する｡

帥伐の相称体系

小中速決からみる体TfF･保健附#のあり方についてJl

しかし.完成 した系統図を見てもこれはあ

くまでも学習指4r弊朝を品にして作成された

ものであって.凡作的に指恥 こ括かすにはさ

らに手を加える必牢があることを痛感する.

本稿を終えるにあたって､免役に日本式道学

会第51回大会において r武道等指事充実 ･

東9(向上支捷7F集に関わる武道指事にEHする

)査報告臆果弟三や (相伏)JLL)を発表され

た浦留久岸氏の安ま弊科LD を事才に.系溌

Bl作成の留意点についてまとめておきたい｡

(図 -2)氏の相撲の技の展Er国から書かれ

ることは次の通 りである.

(》 学習椿事要軌こ従って技の系麓性を明示

しているt)のの.技の廉Eqの頼J7:は本来

の相撲の技の展tNをgF先 している.

② 身に付けるべきことをtb的､mL的にわけ､

しか し､それぞれが分# していないこと

が示されている｡

a･第51回ElJfiRilや2-人会においてのiF甘久J■氏兼&平群を書方が丁*を持て一九加工

-115-
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③ 相撲のi8円寂でなくても､技の展開の頼

FTを迫って相弔することが可能となって

いる.

④ 一方で､この相撲の技の展開図は専門家

でなければ描けない.

学習指斗2!朝に示された系就回や本稿で世

示した系凍陶はあくまでも鼓略図であり､各

運動部蝶の系溌性 ･連投性を路まえた指事を

行うにおしてJL 野門家の知恵を拝借してよ

り珠まりのあるものにする､ も̀う-手間'

が必事となろう.このことを今後の課題とし

て示しておきたい.

(文政】

(1)加藤純一 r′Jl中速tRからみる体育 ･保

系麓性を中心に-｣､文教大学教育草加

た牢邪4蛾 .2015年.

(2)佐di暮JtZ挙 r中学校薪学習指斗要領の

廉的 促錘体甘JLL 明治図3F､2017年,

(3)日放和也JZ者 r小学校薪学習権斗要衝

の展帥 体育Ju.明治固辞､2017年｡

(4)日本武iEi'芦会 rEl本武道学会那51回大

会研究発表抄録J.日本武道学会､2018

1J一.

(5)森良一紹有 r中学校 ･高等学校 保鯉

科教JG法J.東洋出版社､2016年｡

(6)文内科学研 r小学校学習桁導要GEt解鋭

体育kLJ.東洋鮒ttl版杜､2008年｡

(7)文部科学省 r中学校学習措斗要領解説

保触体育招JI.東洋軒出版社､2008年｡

(8)文耗科学省 r′ト学校学習指導要領解脱

(平成29中宮示)体育Au.東洋蛤出版

社､2017年.

(9)文わ科学者 r中学校学習権等要額解現

(平成29年告示)保姓体IG月Jl､東洋軒

出版社､2017年｡

(10)文細科学省 r′ト中一Jrした教育課程の

JI成 ･炎JiにBgする手引｣2016年､

http//wwwmeltgo】p/componeDua一

一116-

menu/educJltlOn/detAllL｣csFllesJarle

ldrlld2018/01/19/1369749_1pdf

(2018年8月28日現在)

(ll)文耗科学省初gF中等教育分科会第80回

配布史料,T′ト中速tR.-Jt教育に関す

る主な意見等の生理｣､2012年､

http/IwwwmeltgoJ〟b_menuJ8hlngl

Jchukydchukyo3I8LryO/atLachJ1325896

htm (2018年8月28日現在)

E注】

1)前掲 (ll).ここのrl 小 ･中学校間の

連携.嬢涙に関する現状.艮暦象t｣に

中lギャップの阿】班にEKIする梅林がある｡

2)前掲 (I)～133-153頁.

3)前籍 (10).38札 ここには､系統図や

摘iI計声の作成 ･桔用が掲げられている｡

4)同上.5頁｡

5)同上.5-7乱

6)同上､37-51支.

7)同上,37乱

8)同上.37-41乱

9)dLかに保縫体育の r学習指叫葬取AI鋭｣

には系統表が8せられてはいるが.やは

りここでも相滞されているように.手を

入れる余地が十分にあるものでしかない｡

10)折鶴 (6)､138頁｡

ll)小学校の旧予習神林変節での r逆上がり｣

は ｢上がり技｣に属し.r支持回転系｣

の例示にはなかった｡薪学習相称要敬に

おいて r支持系 後方jE持回伝妓軌 に

位tK付けられたことにより､中学校での

分類と蕪合性が図られたことになった｡

12)前掲 (9).138乱

13)同上.165頁.

14)同上､166乱

15)前掲 (4)､82日.なお.指叫の系漢を

示した姿科は当El配布のため､ここには

寵*されていない.
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